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	製品名: テンシン-1（リン酸化Tyr1326）ウサギポリクローナル抗体
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、細胞が細胞外マトリックスに接着する細胞膜領域である接着斑に局在します。このタンパク質はアクチンフィラメントを架橋し、シグナル伝達に関与する分子によく見られるSrcホモロジー2（SH2）ドメインを有します。このタンパク質はカルパインIIの基質です。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。 [RefSeq提供、2015年4月],機能：細胞遊走、軟骨の発達、およびシグナル伝達経路と細胞骨格の連結に関与している可能性がある。,PTM：カルパインIIによって速やかに切断される。,PTM：チロシンリン酸化される。,類似性：C2テンシン型ドメインを1つ含む。,類似性：ホスファターゼテンシン型ドメインを1つ含む。,類似性：SH2ドメインを1つ含む。,サブユニット：アクチンフィラメントに結合し、リン酸化チロシン含有タンパク質と相互作用する。STARD8と相互作用する。,組織特異性：普遍的。,
	研究分野
	-
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	テンシン1（リン酸化Tyr1326）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	リン酸化スレンシン-1（Phospho-Tyr1326）抗体を用いたA10細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	ホスホテンシン-1（Y1326）ポリクローナル抗体を用いたK562細胞抽出物のウエスタンブロット分析。

